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(57)【要約】
【課題】同一の操作部材であっても、操作内容に応じた
操作感を得ることができるという。
【解決手段】　表示機器は、第１の視覚効果と第２の視
覚効果を切り換える表示機器において、上記第１の視覚
効果と、上記第２の視覚効果の選択に従って、観察する
光学系、または、観察用挿入部位に設けられた回転操作
部材に、第１の触覚効果と第２の触覚効果を発生させる
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の視覚効果と第２の視覚効果を切り換える表示機器において、
　上記第１の視覚効果と、上記第２の視覚効果の選択に従って、観察する光学系、または
、観察用挿入部位に設けられた回転操作部材に、第１の触覚効果と第２の触覚効果を発生
させる
　ことを特徴とする表示機器。
【請求項２】
　上記第１の触覚効果はクリック感や振動、または、不連続な感触変化を伴うものであり
、上記第２の触覚効果は、スムーズ感、振動無し、または連続な触覚変化を伴うものであ
る
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示機器。
【請求項３】
　クリック感や振動、または、不連続な感触変化を伴う第１の視覚効果と、スムーズ感、
振動無し、または連続な触覚変化を伴う第２の視覚効果を切り換える表示機器の制御方法
において、
　上記第１の視覚効果と、上記第２の視覚効果の選択ステップと、
　観察する光学系、または、観察用挿入部位に設けられた回転操作部材に、第１の触覚効
果と第２の触覚効果を発生させるステップと、
　を有することを特徴とする表示機器の制御方法。
【請求項４】
　被写体を撮像する撮像部と、
　操作を受け付ける操作部と、
　上記撮像部の撮像処理及び上記撮像部で得た撮像画像に対する画像処理のうちの少なく
とも一方の処理のパラメータを設定するパラメータ設定部と、
　上記撮像処理又は画像処理のモードを設定するモード設定部と、
　上記モードの設定に応じて上記操作部の操作感及び上記パラメータ設定の設定処理を連
動して切換える制御部と
　を具備したことを特徴する表示機器。
【請求項５】
　上記操作部は、回転操作可能であり、
　上記制御部は、上記モードの設定に応じて、上記操作部の回転操作時にクリック感又は
スムーズな操作感が得られる操作感を設定する
　ことを特徴とする請求項４に記載の表示機器。
【請求項６】
　上記制御部は、上記モードの設定に応じて、上記パラメータを離散的に変更するか連続
的に変更するかを切換える
　ことを特徴とする請求項４又は５に記載の表示機器。
【請求項７】
　上記操作部は、レンズ部に設けた操作リングにより構成され、
　上記制御部は、上記モードの設定に応じて、前記操作リングの操作感を切換える
　ことを特徴とする請求項４乃至６のいずれか１つに記載の表示機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、操作リングを備えた表示機器及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラなどの撮影機能付き携帯機器（撮影機器、表示機器）が普及して
いる。この種の表示機器においては表示部を有して、撮影画像を表示する機能を有する。
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また、表示部にメニュー画面を表示して、表示機器の操作を容易にしたものもある。更に
操作性を向上させるために、表示パネルにタッチパネルを配置して、タッチパネルに対す
るタッチ操作によって表示機器の操作が可能なものもある。
【０００３】
　また、カメラなどの撮影機器に関しては、接眼部に接眼した状態では、背面等に設けた
タッチパネルの操作よりも、レンズ部に設けた操作リングでの操作の方が容易な場合があ
り、操作リングの回転操作によって、ズームや絞り等の設定等が可能な撮影機器もある。
また、回転操作を自動化したものもあり、例えば、特許文献１においては、駆動手段が、
自動焦点検出装置の検出に応じてピントリングを駆動し、この駆動によってピントリング
の端点が検出されると、ズームリングを駆動することにより、マクロ領域の被写体に対し
てもピント合わせを可能としたカメラが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平４－７３６２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来、特許文献１の提案のように、回転リング等の同一の操作部材に異なる機能を設定
することはできる。しかしながら、異なる制御であるにも拘わらず、操作部に対する操作
感は共通であり、操作者は、自分の操作内容を把握しにくいという問題があった。
【０００６】
　本発明は、同一の操作部材であっても、操作内容に応じた操作感を得ることができる表
示機器及びその制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る表示機器は、第１の視覚効果と第２の視覚効果を切り換える表示機器にお
いて、上記第１の視覚効果と、上記第２の視覚効果の選択に従って、観察する光学系、ま
たは、観察用挿入部位に設けられた回転操作部材に、第１の触覚効果と第２の触覚効果を
発生させる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、同一の操作部材であっても、操作内容に応じた操作感を得ることがで
きるという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１実施の形態に係る表示機器を含む撮影機器の回路構成を示すブロッ
ク図。
【図２】カメラ制御を説明するためのフローチャート。
【図３】撮影時における撮影機器１の構え方及び操作を示す説明図。
【図４】図３のリング操作に対応した画面表示の一例を示す説明図。
【図５】撮影時における撮影機器１の構え方及び操作を示す説明図。
【図６】図５のリング操作に対応した画面表示の一例を示す説明図。
【図７】図１の感触切換制御部２９及び感触切換機構の具体的な構成の一例を示す説明図
。
【図８】図１の感触切換制御部２９及び感触切換機構の具体的な構成の一例を示す説明図
。
【図９】本発明の第２の実施の形態を示す説明図。
【図１０】アートモードを想定したカメラ制御を示すフローチャート。
【図１１】レンズ側の動作を示すフローチャート。
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【図１２】アート種類の変更画面の一例を示す説明図。
【図１３】スムーズモードにおけるアート種類の変更画面の表示を説明するための説明図
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００１１】
（第１の実施の形態）
　図１は本発明の第１実施の形態に係る表示機器を含む撮影機器の回路構成を示すブロッ
ク図である。
【００１２】
　本実施の形態における撮影機器１は、本体部１０及び交換レンズ２０によって構成され
ている。本体部１０は、撮影機器１の主要な回路部分が収納されており、前面に交換レン
ズ２０が着脱自在に取り付けられている。
【００１３】
　交換レンズ２０は、鏡筒２２内に、本体部１０の撮像部１２に被写体像を導く光路部２
１を有している。光路部２１は、ズームやフォーカシングのためのレンズ及び絞り等を備
えており、これらのレンズ及び絞りを駆動するピント制御部２１ａ、ズーム制御部２１ｂ
及び絞り機構部２１ｃを有する。ピント制御部２１ａ、ズーム制御部２１ｂ及び絞り機構
部２１ｃは駆動部２４及び絞り制御部２５によって駆動制御されるようになっている。
【００１４】
　光路部２１は、物体側から撮像部１２の撮像面（像面）に至る光軸上に図示しない複数
のレンズが配置されて構成される。光路部２１中には、ピント合わせによりフォーカス（
合焦）状態に設定するために可動されるフォーカスレンズ及びフォーカス状態で変倍する
ズームレンズを有する。ピント制御部２１ａ及びズーム制御部２１ｂは、駆動部２４に制
御されて、これらのフォーカスレンズ及びズームレンズを制御するようになっている。ま
た、絞り機構部２１ｃは、絞り制御部２５に制御されて、図示しない絞りを駆動する。絞
りは、例えば、光路部２１の所定のレンズ相互間に配置される。
【００１５】
　鏡筒２２には、ユーザによる撮影に関するパラメータ、例えば、ズームや絞りに関する
パラメータの設定操作のために、操作リング２２ａが設けられている。本実施の形態にお
いては、後述するように、操作リング２２ａは、撮像だけでなく画像処理に関する各種パ
ラメータ設定にも用いられるようになっている。
【００１６】
　操作検出部２７は、操作リング２２ａに対するユーザ操作を検出して検出結果を制御部
２３に出力する。制御部２３は、マイコン等によって構成されており、操作検出部２７の
検出結果と後述する本体部１０の信号処理及び制御部１１からの信号とに基づいて、各部
を制御する。制御部２３の駆動制御部２３ａは、操作検出部２７の検出結果と信号処理及
び制御部１１の制御とに従って各種制御信号を発生する。例えば、駆動制御部２３ａは、
フォーカス信号及びズーム信号を発生して、駆動部２４を制御する。また、駆動制御部２
３ａは、絞り制御信号を発生して、絞り制御部２５を制御する。
【００１７】
　駆動部２４は、フォーカス信号に基づいてピント制御部２１ａを駆動制御し、ズーム信
号に基づいてズーム制御部２１ｂを駆動制御する。また、絞り制御部２５は、絞り制御信
号に基づいて絞り機構部２１ｃを駆動制御する。制御部２３は、例えば、信号処理及び制
御部１１の制御に対応したピント位置、ズーム位置、絞り状態となるように駆動部２４及
び絞り制御部２５を制御する。
【００１８】
　本実施の形態においては、交換レンズ２０には、感触切換制御部２９が設けられている
。感触切換制御部２９は、制御部２３に制御されて、操作リング２２ａの操作の感触を切



(5) JP 2014-178644 A 2014.9.25

10

20

30

40

50

換えることができるようになっている。例えば、操作リング２２ａの外周又は内周上に所
定間隔で突起を設け、感触切換制御部２９が、操作リング２２ａの回転時にこの突起に接
触又は非接触するように所定の部材の位置を移動制御する方法が考えられる。各突起が部
材に接触しながら回転するときの操作リング２２ａの操作感と、突起が部材に接触するこ
となく回転するときの操作リング２２ａの操作感とは異なり、感触切換制御部２９によっ
て、操作リング２２ａの回転操作における感触を変化させることができる。
【００１９】
　なお、突起及び部材の材質や形状等に応じて、様々な操作感を得ることができることは
明らかであり、操作の感触（操作感）を切換える手法は特に限定されるものではない。
【００２０】
　交換レンズ２０には、通信部２８が設けられている。また、本体部１０には通信部１３
が設けられている。通信部２８は、所定の伝送路を介して本体部１０の通信部１３との間
で情報の送受を行う。制御部２３は、本体部１０の通信部１３との間の通信が確立すると
、図示しない記録部に格納したレンズ情報及びズーム操作に関する情報、ピント位置、絞
り状態等の情報を通信部２８，１３によって本体部１０に送信させることができる。レン
ズ情報により、本体部１０は、交換レンズ２０がどのようなズーム機能を有しているか、
ズームレンズの焦点距離範囲（倍率）、焦点距離、明るさナンバー等を認識することがで
きる。更に、本実施の形態においては、制御部２３は、操作検出部２７の検出結果の情報
も本体部１０に送信するようになっている。
【００２１】
　撮影機器１を構成する本体部１０は、ＣＣＤやＣＭＯＳセンサ等の撮像素子によって構
成された撮像部１２を有している。撮像部１２は、本体部１０の前面に設けられた交換レ
ンズ２０からの被写体像を光電変換して撮影画像を得る。撮像部１２は、信号処理及び制
御部１１によって駆動制御されて、撮影画像を出力する。
【００２２】
　信号処理及び制御部１１は、例えばＣＰＵ等によって構成されて撮影機器１の各部を制
御する。信号処理及び制御部１１は、撮像部１２に撮像素子の駆動信号を出力すると共に
、撮像部１２からの撮影画像を読み出す。信号処理及び制御部１１は、読み出した撮影画
像に対して、所定の信号処理、例えば、色調整処理、マトリックス変換処理、ノイズ除去
処理、その他各種の信号処理を行う。
【００２３】
　本体部１０には、時計部１４及び操作判定部１５も配設されている。時計部１４は信号
処理及び制御部１１が用いる時間情報を発生する。操作判定部１５は、本体部１０に設け
られた図示しないレリーズボタン、ファンクションボタン、撮影モード設定等の各種スイ
ッチ等を含む操作部に対するユーザ操作に基づく操作信号を発生して、信号処理及び制御
部１１に出力するようになっている。信号処理及び制御部１１は、操作信号に基づいて、
各部を制御する。
【００２４】
　信号処理及び制御部１１の記録再生制御部１１ｂは、撮像画像の記録及び再生に関する
処理を行う。例えば、記録再生制御部１１ｂは、信号処理後の撮影画像を圧縮処理し、圧
縮後の画像を記録部１６に与えて記録させることができる。記録部１６としては、例えば
カードインターフェースを採用することができ、記録部１６はメモリカード等の記録媒体
に画像情報及び音声情報等を記録可能である。
【００２５】
　信号処理及び制御部１１の表示制御部１１ａは表示に関する各種処理を実行する。表示
制御部１１ａは、信号処理後の撮影画像を表示部３５に与えることができる。表示部３５
は、ＬＣＤ等の表示画面を有しており、表示制御部１１ａから与えられた画像を表示する
。また、表示制御部１１ａは、各種メニュー表示等をこれらの表示画面に表示させること
もできるようになっている。
【００２６】
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　記録再生制御部１１ｂは、記録部１６に記録されている撮像画像を読み出して伸張処理
することができる。表示制御部１１ａは伸張処理された撮像画像を表示部３５に与えるこ
とで、記録画像の再生が可能である。
【００２７】
　表示部３５は、後述するように、撮像画像を表示する表示画面３５ａ（図２参照）を有
している。また、表示画面３５ａ上には、タッチパネル３６が設けられている。タッチパ
ネル３６は、ユーザが指で指し示した表示画面３５ａ上の位置に応じた操作信号を発生す
ることができる。この操作信号は、信号処理及び制御部１１に供給される。これにより、
信号処理及び制御部１１は、ユーザが表示画面３５ａ上をタッチしたりスライドさせたり
した場合には、ユーザのタッチ位置、指を離間させる操作、スライド操作やスライド操作
によって到達した位置、スライド方向、タッチしている期間等の各種操作を検出すること
ができ、ユーザ操作に対応した処理を実行することができるようになっている。
【００２８】
　なお、表示部３５は、本体部１０の例えば背面の略全域を占めるように配設されており
（図２参照）、撮影者は、撮影時に表示部３５の表示画面３５ａ上に表示されたスルー画
を確認することができ、スルー画を確認しながら撮影操作を行うこともできる。
【００２９】
　本実施の形態においては、信号処理及び制御部１１は、モード設定部１１ｃを備えてい
る。モード設定部１１ｃは、ユーザのモード設定操作に応じてモードを設定する。モード
設定部１１ｃは、設定したモードを示すモード信号を発生してパラメータ設定部１１ｄ及
び特殊効果処理部１１ｅに出力する。更に、モード設定部１１ｃは、設定したモードに応
じて操作リング２２ａの操作感を切換えるための感触制御信号を通信部１３，２８を介し
て制御部２３に供給するようになっている。
【００３０】
　制御部２３は、感触制御信号が与えられると、この感触制御信号に応じて感触切換制御
部２９を制御する。これにより、操作リング２２ａの操作感は、モードに応じた感触に切
換えられるようになっている。
【００３１】
　パラメータ設定部１１ｄは、撮影に関する各種パラメータ設定を行う。パラメータ設定
部１１ｄは、モード信号に応じてパラメータの設定方法を変更するようになっている。ま
た、特殊効果処理部１１ｅは、撮影画像に対する特殊効果処理を行う。特殊効果処理部１
１ｅは、モード信号に応じて特殊効果の処理方法を変更するようになっている。
【００３２】
　操作リング２２ａに対する操作は、操作検出部２７によって検出され、制御部２３は、
操作リング２２ａの操作に応じた操作信号を通信部２８，１３を介して信号処理及び制御
部１１に出力する。信号処理及び制御部１１のパラメータ設定部１１ｄ及び特殊効果処理
部１１ｅは、操作リング２２ａの操作に基づく操作信号に応じて、パラメータ設定及び特
殊効果処理を行うことができるようになっている。
【００３３】
　このように、本実施の形態においては、ユーザのモード設定に応じてモードが設定され
ると共に、このモードに応じて操作リング２２ａの操作感が切換えられ、モードに応じて
パラメータ処理等の処理方法が切換えられ、操作リング２２ａの操作によって、モードに
応じたパラメータ設定処理及び特殊効果処理等が行われる。
【００３４】
　次に、このように構成された実施の形態の動作について図２乃至図６を参照して説明す
る。図２はカメラ制御を説明するためのフローチャートであり、図３及び図５は撮影時に
おける撮影機器１の構え方及び操作を示す説明図である。図４は図３のリング操作に対応
した画面表示の一例を示す説明図であり、図６は図５のリング操作に対応した画面表示の
一例を示す説明図である。
【００３５】
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　撮影機器１の電源が投入されると、信号処理及び制御部１１は、図２のステップＳ２１
において、撮影モードが指示されたか否かを判定する。撮影モードが指示されていない場
合には、信号処理及び制御部１１は、ステップＳ２２において、再生モードが指示された
か否かを判定する。再生モードが指示されると、信号処理及び制御部１１は、ステップＳ
２３において、サムネイルの一覧表示を行う。サムネイル一覧を参照したユーザによる画
像の選択が行われると、ステップＳ２４からステップＳ２５に処理を移行して、信号処理
及び制御部１１は選択画像の再生を行う。再生が終了すると（ステップＳ２６）、ファイ
ル一覧表示を繰り返す。ファイル選択が行われない場合には、ステップＳ２７において再
生モードの終了を判定する。
【００３６】
　一方、撮影モードが指示されると、信号処理及び制御部１１は、ステップＳ３１におい
て、撮像部１２からの画像信号に基づいて、表示部３５に撮像画像（スルー画）をライブ
ビュー表示させる。次のステップＳ３２において、信号処理及び制御部１１は、交換レン
ズ２０の制御部２３との間でカメラ通信を行い、レンズ情報、制御情報及び操作情報を取
得する。
【００３７】
　次に、信号処理及び制御部１１は、ステップＳ３３において、タッチパネル３６に対す
るタッチ操作があったか否かを判定する。タッチ操作がない場合には、ステップＳ３９，
Ｓ４１，Ｓ４２において、静止画撮影操作、動画撮影操作、動画撮影終了操作が行われた
か否かを判定する。
【００３８】
　図３に示すように、撮影者は左手９２Ｌで交換レンズ２０の鏡筒２２部分を支え、右手
４２Ｒによって本体部１０を把持して、撮影のために構える。図３に示すように、本体部
１０の筐体背面の表面には、表示部３５の表示画面３５ａが設けられている。なお、図３
では、被写体として建物９５及び山９６を背景にした人物９４を撮影する例を示している
。この構えた態勢において背面からみると、図４（ａ）に示すように、スルー画（ライブ
ビュー画像）９８が本体部１０の表示部３５の表示画面３５ａ上に表示されている。スル
ー画９８中には、人物９４、建物９５及び山に対応する画像９４ａ，９５ａ，９６ａが撮
像されていることを示している。また、Ｆナンバーを示す表示９７ａも表示されている。
また、表示画面３５ａ上には、モードを切換えるための各種モード切換ボタン９９が表示
されている。なお、図４及び図５の例では、モード切換ボタン９９として、特殊効果処理
モードを設定するＡｒｔボタン、絞り設定モードに移行するためのＡＶボタン、シャッタ
ースピードの設定モードに移行するためのＴＶボタン及びマニュアルフォーカスモードに
移行するためのＭＦボタンが表示されている。
【００３９】
　本実施の形態においては、設定されるモードに応じて操作リング２２ａの操作感を切換
えると共に、パラメータの設定の手法を切換えることで、直感的操作を可能にする。
【００４０】
　例えば、本実施の形態においては、設定されるモードが、連続的なパラメータを設定す
る機能（以下、アナログ機能という）のためのものであるか、離散的なパラメータを設定
する機能（以下、デジタル機能という）のためのものであるかに応じて、操作感を切換え
る。
【００４１】
　いま、撮影者が、絞りを調整するために、右手の親指９３ａによって表示画面３５ａ上
のＡＶボタンをタッチ操作するものとする。このタッチ操作は、タッチパネル３６によっ
て検出され、モード設定部１１ｃは、デジタル機能に相当する絞り設定モードを設定する
。なお、表示制御部１１ａは、タッチ操作に応じて、ＡＶモードが選択されたことを示す
表示（図４では太枠表示）を行う。
【００４２】
　本実施の形態においては、モード設定部１１ｃは、モードがデジタル機能を達成するも
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のである場合には、操作リング２２ａの操作感として離散的なパラメータの設定を行って
いることが直感的に分かりやすい操作感、例えば、所定の回転量毎に操作している手に軽
い手応え（以下、クリック感という）が得られるような操作感を設定する。この場合には
、モード設定部１１ｃは、感触制御信号として、クリック感を与えるためのクリックモー
ド信号を出力する。
【００４３】
　クリックモード信号は通信部１３，２８を介して制御部２３に与えられ、制御部２３は
、感触切換制御部２９にクリックモード（デジタルモードともいう）を設定する。感触切
換制御部２９は、クリックモードが設定されると、操作リング２２ａの回転に応じて操作
者にクリック感を感じさせるように感触切換制御を行う。
【００４４】
　撮影者は操作リング２２ａを回転操作して絞りの値を設定する。クリックモードにおい
ては、操作者は、操作リング２２ａの回転によって手にクリック感が伝わり、離散的な値
の設定をしていることを直感的に理解することができる。操作リング２２ａの回転は、操
作検出部２７によって検出され、制御部２３は回転量に応じた操作信号を信号処理及び制
御部１１に出力する。
【００４５】
　信号処理及び制御部１１のパラメータ設定部１１ｄは、操作信号に応じて、Ｆナンバー
を何段階変化させるかを決定する。パラメータ設定部１１ｄの設定値は表示制御部１１ａ
にも供給され、表示制御部１１ａは、パラメータ設定部１１ｄの設定値に基づく表示９７
ａを表示する。図４（ｂ）はこの状態を示しており、Ｆナンバーが４．０に変化したこと
を示している（ステップＳ３８）。
【００４６】
　図５及び図６は、フォーカス操作を示している。撮影者は、フォーカスを調整するため
に、右手の親指９３ａによって表示画面３５ａ上のＭＦボタンをタッチ操作する。このタ
ッチ操作は、タッチパネル３６によって検出され、モード設定部１１ｃは、アナログ機能
に相当するマニュアルフォーカスモードを設定する。なお、表示制御部１１ａは、タッチ
操作に応じて、ＭＦモードが選択されたことを示す表示（図４では太枠表示）を行う。
【００４７】
　本実施の形態においては、モード設定部１１ｃは、モードがアナログ機能を達成するも
のである場合には、操作リング２２ａの操作感として連続的なパラメータの設定を行って
いることが直感的に分かりやすい操作感、例えば、操作リング２２ａを回転させてもクリ
ック感が得られないスムーズな操作感を設定する。この場合には、モード設定部１１ｃは
、感触制御信号として、スムーズな感覚を与えるためのスムーズモード信号を出力する。
【００４８】
　スムーズモード信号は通信部１３，２８を介して制御部２３に与えられ、制御部２３は
、感触切換制御部２９にスムーズモード（アナログモードともいう）を設定する。感触切
換制御部２９は、スムーズモードが設定されると、操作リング２２ａを回転させても操作
者にクリック感を感じさせず、回転がスムーズに行われたと感じさせる感触切換制御を行
う。
【００４９】
　撮影者は操作リング２２ａを回転操作してフォーカスの値を設定する。スムーズモード
においては、操作者は、操作リング２２ａをスムーズな感覚で回転させることができ、連
続的な値の設定をしていることを直感的に理解することができる。操作リング２２ａの回
転は、操作検出部２７によって検出され、制御部２３は回転量に応じた操作信号を信号処
理及び制御部１１に出力する。
【００５０】
　信号処理及び制御部１１のパラメータ設定部１１ｄは、操作信号に応じて、フォーカス
を連続的に変化させる。パラメータ設定部１１ｄの設定値は表示制御部１１ａにも供給さ
れ、表示制御部１１ａは、パラメータ設定部１１ｄの設定値に基づく距離指標の表示９７



(9) JP 2014-178644 A 2014.9.25

10

20

30

40

50

ｂを表示する。図６（ｂ）はこの状態を示しており、距離指標が図６（ａ）の１ｍから２
ｍに変化したことを示している（ステップＳ３８）。
【００５１】
　ステップＳ３９では、撮影操作が行われたか否かが判定される。例えばレリーズボタン
操作等によって静止画撮影が指示されると、信号処理及び制御部１１は、ステップＳ４０
において撮影を行う。即ち、信号処理及び制御部１１は、撮像部１２からの撮像画像に信
号処理を施して圧縮した後、記録部１６に与えて記録を開始する。また、信号処理及び制
御部１１は、ステップＳ４１において、動画撮影操作が行われたか否かを判定する。動画
撮影操作が行われると、信号処理及び制御部１１は、動画撮影を開始する（ステップＳ４
２）。動画撮影の終了操作が行われると、信号処理及び制御部１１は、ステップＳ４４に
おいて、動画撮影を終了すると共に、記録部１６の記録画像をファイル化する。
【００５２】
　このように本実施の形態においては、ユーザのモード設定に応じて、操作リングの操作
感を切換ると共に、パラメータ設定の設定方法を切換える。これにより、ユーザはモード
に応じた操作感及びパラメータ設定を行うことができ、直感的な操作が可能である。例え
ば、アナログ機能を実現するモードにおいては、連続的なパラメータ設定と連続的なパラ
メータ設定であることを理解しやすいスムーズな回転操作を可能にし、デジタル機能を実
現するモードにおいては、離散的なパラメータ設定と離散的なパラメータ設定であること
を理解しやすいクリック感が得られる回転操作を可能にする。これにより、ユーザは、自
分の操作による影響を直感的に理解しやすく、操作性を向上させることができる。
【００５３】
（感触切換の具体例）
　図７及び図８は図１の感触切換制御部２９及び感触切換機構の具体的な構成の一例を示
す説明図である。
【００５４】
　鏡筒２２内には、操作リング２２ａの回転に応じて回転する歯車２２ｂが設けられてい
る。この歯車２２ｂの歯４１に対向して感触切換制御部２９が設けられる。図７及び図８
の例では、感触切換制御部２９は、隣接する歯４１相互間にボール４６を進退させること
で、操作リング２２ａの回転時に、スムーズな感触又はクリック感を生じさせるようにな
っている。即ち、歯４１に対向する位置には台部４２が固定されており、この台部４２上
に立設した４本の支柱４３と、この支柱４３に摺動自在に取り付けられた板状部材４５を
有する。板状部材４５の中央には、図示しない開口部が設けられており、この開口部にポ
ール４６が嵌込まれている。
【００５５】
　台部４２上には、板状部材４５の開口から下方に突出したボール４６の底部を、下方か
ら上方に付勢するバネ４７が設けられている。ボール４６の移動方向は、板状部材４５に
よって上下方向に規制されており、バネ４７の付勢力によって、ボール４６は、図７の破
線にて示すように、歯４１相互間に介在する位置に移動可能となっている。
【００５６】
　台部４２と板状部材４５との間の支柱４３には、下端が台部４２に固定された電磁石４
４が設けられている。電磁石４４は電磁石ドライバ２９ａによって磁力の発生が制御され
るようになっている。一方、図８に示すように、板状部材４５の下方の支柱４３周囲には
、磁石４５ａが取り付けられており、電磁石４４に磁力が発生すると、磁石４５ａは電磁
石４４に引きつけられて、板状部材４５をバネ４７の付勢力に抗して下方に引き下げるよ
うになっている。これにより、ボール４６は、図７の実線にて示すように、歯４１相互間
に介在しない位置に移動するようになっている。
【００５７】
　なお、図８の例では、台部４２及び板状部材４５として磁性体を用いることで、磁力線
が磁性体内をループする構成になっており、磁力線の強さを維持することができるように
なっている。
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【００５８】
　図７の実線の状態では、ボール４６が歯４１相互間に介在しておらず、操作リング２２
ａはスムーズな感触で回転可能である。一方、図７の破線の状態では、ボール４６は歯４
１相互間に介在し、歯車２２ｂの回転毎にボール４６は歯４１及びバネ７によって上下動
し、この上下動によって、歯４１の１ピッチ分歯車２２ｂが回転する毎に、クリック感が
得られる。
【００５９】
（第２の実施の形態）
　図９は本発明の第２の実施の形態を示す説明図である。本実施の形態において、主要部
の構成は図１と同様であり、図示を省略する。本実施の形態においては、クリックモード
とスムーズモードとを切換えるための切換スイッチ５１を設けた点が第１の実施の形態と
異なり、信号処理及び制御部１１は、この切換スイッチ５１の状態を操作判定部１５から
の信号によって判定することができるようになっている。
【００６０】
　本実施の形態においては、操作リング２２ａの操作感としてクリック感が得られるクリ
ックモードと、スムーズ感が得られるスムーズモードとを、切換スイッチ５１によって直
接指定することができると共に、この切換スイッチ５１の状態に連動して、各種処理をデ
ジタル的又はアナログ的な処理の仕方に変更することができるようになっている。
【００６１】
　図９においては、本体部１０の筐体１０ａの背面に、切換スイッチ５１が設けられてい
る。切換スイッチ５１を操作することで、信号処理及び制御部１１のモード設定部１１ｃ
は、クリックモードとスムーズモードとを切換えるようになっている。
【００６２】
　本実施の形態においては、表示制御部１１ａは、モード設定部１１ｃによってクリック
モードが設定されると、図９（ａ）に示すように、表示画面３５ａ上にクリックモードに
対応した選択ボタン表示５２を表示させる。選択ボタン表示５２は、複数の選択ボタン５
２ａによって構成されており、各ボタン５２ａには夫々離散的に変化するパラメータが割
当てられており、各ボタン５２ａ上をタッチ操作することで、各ボタン５２ａに割当てら
れたパラメータが設定されるようになっている。
【００６３】
　また、表示制御部１１ａは、モード設定部１１ｃによってスムーズモードが設定される
と、図９（ｂ）に示すように、表示画面３５ａ上にスムーズモードに対応したスライドバ
ー表示５３を表示させる。スライドバー表示５３は、バー表示５３ａと指定表示５３ｂと
によって構成されており、指定表示５３ｂのバー表示５３ａ上の位置に応じて連続的に変
化するパラメータを設定することができるようになっている。
【００６４】
　以下、本実施の形態について、特殊効果処理を行うアートモードを例に説明する。もち
ろん、この画像処理については、特殊効果でなくともよく、また、アートではなく、エッ
ジ強調や、特定の色成分を強調したものなど、特別な観察を行うための画像処理でもよい
。つまり、デジタル的、モード的、種類的に切り換える第１の視覚効果と、アナログ的、
数値的に切り換える第２の視覚効果を、操作部材の操作感という触覚効果を直感的に一致
させれば安心な状況に対応している。この触覚効果をクリック感や振動、または、不連続
な感触変化を伴う第１の触覚効果、スムーズ感、振動無し、または連続な触覚変化を伴う
第２の触覚効果と呼んでも良い。
【００６５】
　図１０はアートモードを想定したカメラ制御を示すフローチャートであり、図１１はレ
ンズ側の動作を示すフローチャートである。
【００６６】
　撮影機器１の電源が投入されると、信号処理及び制御部１１は、図１０のステップＳ５
１において、交換レンズ２０の制御部２３との間で、通信部１３，２８を介してレンズ通
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信を行う。次に、信号処理及び制御部１１は、レリーズ操作が行われたか否かを判定する
（ステップＳ５２）。レリーズ操作が行われた場合には、信号処理及び制御部１１は、ス
テップＳ５３において撮影を行う。次に、ステップＳ５４において、所定時間経過したか
否かを判定し、所定時間経過するまでレックビュー表示を行う（ステップＳ５５）。
【００６７】
　信号処理及び制御部１１は、レリーズ操作が行われていないと判定した場合には、ステ
ップＳ６１においてスルー画を表示する。次に、信号処理及び制御部１１は、アートモー
ドが設定されているか否かを判定する（ステップＳ６２）。信号処理及び制御部１１は、
アートモードが設定されていない場合には、ステップＳ６３においてマニュアルフォーカ
スモード（ＭＦ）が設定されているか否かを判定する。更に、信号処理及び制御部１１は
、マニュアルフォーカスモードが設定されていない場合には、ステップＳ６４において距
離指標モードが設定されているか否かを判定する。
【００６８】
　距離指標モードは、距離を指定してフォーカスを合わせるモードであり、設定可能な距
離としては離散的な値が用いられる。距離指標モードが設定されている場合には、ステッ
プＳ６５において、パラメータ設定部１１ｄは、クリックモード信号を制御部２３に送信
する。
【００６９】
　レンズ側では、図１１のステップＳ９１において、制御部２３がコマンドが受信された
か否かを判定する。制御部２３は、送信されたコマンドがモード切換のための信号である
か否かを判定し（ステップＳ９２）、更に、ステップＳ９３において、クリックモード信
号又はスムーズモード信号であるか否かを判定する。制御部２３は、クリックモード信号
を受信すると、感触切換制御部２９にクリックモードを指定する。感触切換制御部２９は
、例えば図７の電磁石４４をオフにして（ステップＳ９４）、操作リング２２ａの操作感
としてクリック感を生じさせる。
【００７０】
　また、クリックモードでは、表示制御部１１ａは、図９（ａ）に示す表示を行う。これ
により、撮影者は、操作リング２２ａの操作だけでなく、表示画面３５ａに表示された選
択ボタン表示５２の操作によっても距離を設定することができる。また、撮影者が距離指
標モードにおいて操作リング２２ａを回転させて距離を設定する場合には、クリック感を
得ることができる。即ち、この場合には、モードに応じてクリック感が得られるか否かが
決定される。
【００７１】
　また、信号処理及び制御部１１は、マニュアルフォーカスが設定されている場合には、
ステップＳ６６においてクリックモードであるか否かを判定する。信号処理及び制御部１
１は、切換スイッチ５１によりスムーズモードが設定されている場合には、スムーズモー
ド信号を制御部２３に与える（ステップＳ６８）。レンズ側の制御部２３は、スムーズモ
ード信号を受信すると、感触切換制御部２９にスムーズモードを指定する。感触切換制御
部２９は、例えば図７の電磁石４４をオンにして（ステップＳ９５）、操作リング２２ａ
の操作感としてスムーズ感を生じさせる。
【００７２】
　また、表示制御部１１ａは、図９（ｂ）に示す表示を行う。これにより、撮影者は、操
作リング２２ａの操作だけでなく、表示画面３５ａに表示されたスライドバー表示５３の
操作によってフォーカスを設定することができる。また、撮影者が操作リング２２ａを回
転させてフォーカスを設定する場合にはスムーズな操作感を得ることができる。
　もちろん、こうした切換は、この触覚効果として、クリック感以外にも、断続的振動、
または、不連続な感触変化を伴う第１の触覚効果、スムーズ感、振動無し、または連続な
触覚変化を伴う第２の触覚効果に対応すればよく、操作ごとにパルス振動を与えて第１の
触覚効果（クリック感）を生じさせてもよく、音声で擬似的な感覚を発生させてもよく（
音声も振動で筐体が振動する）、これらをなくして第２の触覚効果にしてもよい。電磁石
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以外のアクチュエータを利用してもよく、圧電素子などをレンズ鏡筒に巻いて、同様の振
動を発生させてもよい。このリング状の部材のこうした触覚変化は、リング状であるがゆ
えの回転操作と相まって、回転を続ければ無限に選択が可能で、かつ、細かいクリック、
粗いクリックで分解能を調整できるなど、様々な恩恵が得られることは言うまでもない。
　観察する光学系、または、内視鏡のような管状の観察用挿入部位が大きくなるとこの部
分の保持によって、安定した撮影、観察ができるので、ここに触覚効果の変わる回転操作
部材を設けることは、操作や保持、固定に非常に有効である。
【００７３】
　一方、信号処理及び制御部１１は、ステップＳ６６においてクリックモードが設定され
ていると判定した場合には、クリックモード信号を制御部２３に与える（ステップＳ６７
）。また、表示制御部１１ａは、図９（ａ）に示す表示を行う。クリックモードは、フォ
ーカスを微調整するためのモードであり、撮影者が操作リング２２ａを例えば１クリック
分回転させることによって、フォーカス位置を１ステップ分だけ移動させることができる
。また、撮影者は選択ボタン５２ａによっても、フォーカス位置を１ステップ分だけ移動
させることができる。
【００７４】
　信号処理及び制御部１１は、ステップＳ６２においてアートモードが設定されていると
判定した場合には、ステップＳ７１においてクリックモードが指定されているか否かを判
定する。クリックモードが指定されている場合には、信号処理及び制御部１１は、パラメ
ータ設定部１１ｄ及び表示制御部１１ａに、クリックモード（デジタルモード）を設定す
る。表示制御部１１ａは、アート種類の変更画面を表示する（ステップＳ７３）。
【００７５】
　図１２はアート種類の変更画面の一例を示す説明図である。表示画面３５ａ上には、ク
リックモードにおけるアート種類の変更画面が表示されている。クリックモードにおける
アート種類の変更画面は、アートの種類を示す３つの領域６１～６３を有しており、中央
の領域６２において、現在選択されているアートの種類（図１２（ａ）ではＡＲＴ２）を
示している。操作者が、操作リング２２ａを回転させることで、アートの種類を変更する
ことができる。
【００７６】
　信号処理及び制御部１１は、ステップＳ７６において、レンズとの間で定期通信を行い
、制御部２３から受信した情報に基づいて、操作リング２２ａが所定量以上回転したか否
かを判定する。レンズ側では、ステップＳ９６において制御部２３が情報要求があったか
否かを判定しており、制御部２３は、情報要求があり、回転量の要求であった場合には（
ステップＳ９７）、ステップＳ９９において回転量の情報を含む応答データを作成して本
体部１０の信号処理及び制御部１１に送信する（ステップＳ１００）。なお、制御部２３
は、回転量の要求がない場合には、所定の応答データを作成して送信する。また、定期通
信において情報要求がない場合には、制御部２３は、ステップＳ１０１において他のコマ
ンド処理を行う。
【００７７】
　本体部１０では、ステップＳ７８においてクリックモードであるか否かが判定され、ク
リックモード時には、特殊効果処理部１１ｅは、ステップＳ７９において、回転量に従っ
てアートの種類を変更する。
【００７８】
　例えば、図１２（ｂ）は図１２（ａ）の状態から操作リング２２ａを例えば１クリック
分だけ回転させたものであり、中央の領域６２には、アートの種類としてＡＲＴ３が選択
されたことを示す表示が行われている。また、領域６３には、操作リング２２ａの回転操
作前に領域６２において表示されていたアートの種類ＡＲＴ２が表示され、領域６１には
、アートの種類として選択可能なＡＲＴ４が表示されている。即ち、操作リング２２ａを
回転させることによって、選択されるアートの種類がシフトし、回転方向及び回転量に応
じたシフト方向及びシフト量で、アートの種類の表示がシフトし、中央の領域６２に位置
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するアートの種類が選択される。
【００７９】
　操作者がアートの種類の決定操作を行うことで、アートの種類が確定する（ステップＳ
８４）。なお、図１０では操作リング２２ａによる操作の例を示したが、図９（ａ）の選
択ボタン表示５２に対する操作によってもアート種類の変更及び確定操作が可能である。
【００８０】
　信号処理及び制御部１１は、ステップＳ７１においてクリックモードが指定されていな
いと判定した場合、即ち、アナログモードが指定されている場合には、パラメータ設定部
１１ｄ及び表示制御部１１ａに、スムーズモード（アナログモード）を設定する。表示制
御部１１ａは、ステップＳ７４において、アート種類の変更画面を表示する。
【００８１】
　図１３はスムーズモードにおけるアート種類の変更画面の表示を説明するための説明図
である。図１３（ａ）は特殊効果処理前の撮像画像を示しており、連続的に撮影された一
連の画像を示している。図１３（ｂ）はアート種類としてアートＡを採用し、図１３（ａ
）の各撮像画像にアートＡの特殊効果処理を施して生成される画像を示している。図１３
（ｃ）はアート種類としてアートＢを採用し、図１３（ａ）の各撮像画像にアートＢの特
殊効果処理を施して生成される画像を示している。図１３（ｄ）は図１３（ａ），（ｂ）
のアートを用いた特殊効果処理の結果、表示画面３５ａに表示される画像を示している。
【００８２】
　スムーズモードにおいては、２つのアートを用いた画像の合成処理が行われる。図１３
（ｄ）の左端の画像は、図１３（ａ）の撮像画像に対してアートＡのみを適用して生成し
た画像を示している。また、図１３（ｄ）の右端の画像は、図１３（ａ）の撮像画像に対
してアートＢのみを適用して生成した画像を示している。スムーズモードでは、操作リン
グ２２ａの回転操作によって、アートＡの処理からアートＢの処理に滑らかに変化する。
即ち、アートＡを適用した画像とアートＢとを適用した画像との合成比率が回転操作に応
じて連続的に切換えられ、最終的に一方のアートから他方のアートを用いた特殊効果処理
に完全に切換えられるようになっている。
【００８３】
　信号処理及び制御部１１は、ステップＳ７６において、レンズとの間で定期通信を行い
、制御部２３から受信した情報に基づいて、操作リング２２ａが所定量以上回転したか否
かを判定する。ステップＳ７８ではクリックモードであるか否かが判定され、スムーズモ
ード時には、特殊効果処理部１１ｅは、ステップＳ８１において、回転量に従ってアート
の種類を変更する。更に、特殊効果処理部１１ｅは、操作リング２２ａが所定量以上回転
したか否かを判定し（ステップＳ８２）、回転量に従ってアートの種類（合成比率）を変
更する（ステップＳ８３）。
【００８４】
　なお、図１３では合成比率を段階的に変化させた離散的な合成処理を示しているが、実
際には合成比率を連続的に変化させることが可能である。
【００８５】
　操作者がアートの種類の決定操作を行うことで、アートの種類（合成比率）が確定する
（ステップＳ８４）。なお、図１０では操作リング２２ａによる操作の例を示したが、図
９（ｂ）のスライドバー表示５３に対する操作によってもアート種類の変更及び確定操作
が可能である。
【００８６】
　なお、本体部に、接眼部が設けられることがある。この場合において、ユーザが接眼部
を覗いている場合には、強制的にクリックモードに移行させるようにしてもよい。
【００８７】
　このように本実施の形態においては、切換スイッチによって、クリックモードとスムー
ズモードとを切換えることができると共に、これらのモードに対応してパラメータ等の設
定処理の仕方を変更することが可能であり、直感的な操作を行うことができる。
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　さらに、本発明の各実施形態においては、撮影のための機器として、デジタルカメラを
用いて説明したが、カメラとしては、デジタル一眼レフカメラでもコンパクトデジタルカ
メラでもよく、ビデオカメラ、ムービーカメラのような動画用のカメラでもよく、さらに
、携帯電話やスマートフォンなど携帯情報端末（ＰＤＡ：Personal Digital Assist）等
に内蔵されるカメラでも勿論構わない。
【００８９】
　本発明は、上記各実施形態にそのまま限定されるものではなく、実施段階ではその要旨
を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記各実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素の幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実施
形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
　また、画像処理の種別をクリックモードで選び、その強度をスムーズ（クリックなし）
モードで選ぶような観察制御や操作に応用すれば、産業用の検査装置や医療用機器にも応
用が可能であることは言うまでもない。例えば、デジタル的に選択する特定の色フィルタ
をクリックで選び、アナログ的なコントラスト強調はスムーズモードで選ぶようにすれば
、特定の観察対象物を明瞭に観察することが出来る。この場合、感触と切り換えが感覚に
マッチする形で連動するので、ブラインド操作を行っても安心、迅速な直感的に切換が可
能となる。つまり、人間の五感のうち、触覚と視覚を有効に活用して、様々な切り換え操
作がより確度高く、間違いなく実施できる。
【００９０】
　なお、特許請求の範囲、明細書、および図面中の動作フローに関して、便宜上「まず、
」、「次に、」等を用いて説明したとしても、この順で実施することが必須であることを
意味するものではない。また、これらの動作フローを構成する各ステップは、発明の本質
に影響しない部分については、適宜省略も可能であることは言うまでもない。
【００９１】
　また、ここで説明した技術のうち、主にフローチャートで説明した制御に関しては、プ
ログラムで設定可能であることが多く、記録媒体や記録部に収められる場合もある。この
記録媒体、記録部への記録の仕方は、製品出荷時に記録してもよく、配布された記録媒体
を利用してもよく、インターネットを介してダウンロードしたものでもよい。
【符号の説明】
【００９２】
　　１…撮影機器、１０…本体部、１１…信号処理及び制御部、１１ａ…表示制御部、１
１ｂ…記録再生制御部、１１ｃ…モード設定部、１１ｄ…パラメータ設定部、１１ｅ…特
殊効果処理部、１３，２８…通信部、２０…交換レンズ、２１…光路部、２２…鏡筒、２
２ａ…操作リング、２３…制御部、２４…駆動部、２７…操作検出部、２９…感触切換制
御部、３５…表示部、３６…タッチパネル。
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